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ス タ ッ フ の 

活 動 内 容 

1） 授業実践の報告とその検討：小中学校，学習支援教室等の現場で実

施された授業の記録，学習者の感想，評価課題の結果などについて

の報告を受け，その検討をおこない，問題点を整理した。 

2） 授業プランの検討：小中学校等の教員から，実施予定の授業につい

て相談を受け，使用予定の教材・資料，実験方法，発問，予想され

る子どもの反応等について検討をおこない，改善案を提起した。 

3） 授業プラン・教材の開発：スタッフが構想した授業プランや教材案

について，全員による検討をおこなった。 

2024 年度 

活 動 実 績 

 
第 1 回 4 月 11 日 
今年度の活動内容について 
 
第 2 回 6 月 13 日 
中学 2 年生を対象とした確率の授業実践について（ 
 
第 3 回 6 月 27 日 
テキスト「体積」のプラン検討 
 
第 4 回 7 月 11 日 
小 6「月の形と太陽」実践報告① 
  
第 5 回 7 月 18 日 
小 6「月の形と太陽」実践報告② 
 
第 6 回 7 月 25 日 
小 6「月の形と太陽」実践報告③ 
 
第 7 回 10 月 3 日 
小 6「月の形と太陽」実践報告④ 
 
第 8 回 10 月 10 日 
小 6「月の形と太陽」実践報告⑤ 
 
第 9 回 10 月 17 日 
小 6「月の形と太陽」実践報告⑥ 
 
第 10 回 11 月 7 日 
小 6「月の形と太陽」実践報告⑦ 
 
第 11 回 12 月 12 日 
小 6「月の形と太陽」実践報告⑧ 
 
第 12 回 1 月 23 日 
中 3「星の日周運動」 
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コンサルテーション事業報告 

事 業 の 名 称 教育資源バンクづくり 事 業 代 表 者 劉 靖 

対 象 東松島市公立小中学校における『総合的学習の時間』担当教員 

目 的 と 内 容 

本事業は、東松島市教育委員会、同市内の公立小中学校および一般

社団法人東松島みらいとし機構と協力し、同市内の教育資源を調査

し、学校教育に協力できる市民および企業を整理し、当該地域にお

ける小中学校で開講される『総合的学習の時間』科目づくりに必要

な教育資源バンクを構築し、当該地域の小中学校における『総合的

学習の時間』の授業づくりのための取組の構築を目的とする。 

１． 東松島市における持続可能な開発目標の実現に関わる会社

や個人もしくは団体に関する情報を収集した。 

２． 現地教育委員会・一般社団法人東松島みらいとし機構と協

力し、市内学校の「総合的学習の時間」科目に協力できる会

社や個人もしくは団体などを対象にし、調査を行い、教育資

源バンクを整理した。 

３． 市内の矢本東小学校の「総合的学習の時間」の担当教員と

の連携を通して、教育資源バンクを利用する形で、今年度秋

学期に小学校 4 年生向け「総合的学習の時間」の授業プラン

を立て、詳細な授業デザイン・教材の開発を行った。 

実 施 日 

および 

実 施 回 数 

2024 年 6 月（1 回）、7 月（1 回）2 月（1 回）オンライン打合せ 
2024 年 7 月 22 日 
2024 年 9 月 17 日 
2024 年 9 月 19 日 
2024 年 11 月 11 日 

実 施 場 所 東北大学、東松島市内、オンライン 

主なスタッフ 

劉靖（東北大学大学院教育学研究科） 

引間世枝美（一般社団法人東松島みらいとし機構・代表理

事） 

金野徳子（株式会社青葉環境保全） 

加藤一郎（東松島市矢本東小学校） 

人 数 

8 
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王澤霖（東北大学大学院教育学研究科大学院生） 

熊賽（東北大学大学院教育学研究科大学院生） 

瀧口綾音（東北大学教育学部学部生） 

鳥澤侑生（東北大学教育学部学部生） 

ス タ ッ フ の 

活 動 内 容 

2024 年 6 月 

市内関係者とのオンライン打ち合わせを行った。 

2024 年 7 日 

市内関係者とのオンライン打ち合わせを行った。 

2024 年 7 月 22 日 

市内の長寿味噌工場下見を行った。 

2024 年 8 月 6 日 

９月市内小学校で行われる学習活動についての打合せを行った。 

2024 年９月 17 日 

市内小学校で開催された事前授業を開講した。 

2024 年 9 月 19 日 

味噌工場の見学を行った。 

2024 年 11 月 11 日 

「“長寿味噌のヒミツを探ろう！”続編 SDGs 授業」を開講した。 

2025 年 2 月（予定） 

本取組みの成果を市内関係者に報告した。 
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コンサルテーション事業報告 

事 業 の 名 称 
生成 AI を自由自在に 

使いこなす 
事 業 代 表 者 中島 平 

対 象 大学の学生、ポスドク、研究生 

目 的 と 内 容 

急激に進歩する生成 AI 技術を活用し、研究活動における調査、学習、

論文執筆支援などを通して生成 AI の実践的な活用能力を育成するこ

とを目的とする。スタッフは 2023 年 3 月以来、常に最新の生成 AI を

教育・学習・研究・仕事に活用して学び続けており、AI に関して深く

広範な実践経験がある。本事業では、この学びの対象者を広げ、AI と

その効果的な活用方法を学び続けるコミュニティとして活動する。 

実 施 日 

および 

実 施 回 数 

 
週一回木曜日を目安に随時、フォーマルな集まりは 10 回。以降は個

別や小グループでの学び合いに移行。 

実 施 場 所 
オンラインまたは文学部棟 4F VR 実習室 

主なスタッフ 

中島 平      （本研究科） 

YAN WANXIN （本研究科） 

澤田亮        （高度教養教育・学生支援機構） 

 

人 数 

3 人 

ス タ ッ フ の 

活 動 内 容 

基本的には対象者が生成 AI を使用する際に生じる疑問や困難点をス

タッフの知見を活用して解決すると共に、コミュニティーとして、新

たな AI の活用方法を探求する。スタッフは自らが AI を活用しつつ、

得られた知見をコミュニティ内で共有する。主な役割分担として、中

島は企画、エンは社会実装、澤田は AI のシステム開発を担当する。

AI の知見紹介は全員で行う。扱う具体的なテーマ例は、以下が挙げら

れる。 

1.人間と AI の良好な関係性の構築 
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